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【先週の説教から】     「仲間への思い」        レビ 19:9-18 

ヨハネ 13:34-35 

わたしの楽しみの一つに山菜採りがあります。雪が消えるとフキノトウ、アズ

キナ、コゴミ、ボンナ、ワラビ、タラの芽、コシアブラ、ウド、シオデなど。夏か

らはキノコです。信州の山村に生まれ育ったわたしは、野山と川が友だちでした。

手伝いのほかは一日中外で遊びました。母親が山菜採りの名人でしたから、いつ

の間にか弟子になっていました。「夢中」になって山菜を採っていると、強い言葉

がとんできました。「全部、採っちゃ駄目だ。次の芽が出てくるように残して置け」、

「来年のために残すものだ」と。それでも、根こそぎ採りたい衝動に駆られまし

た。 

敗戦が近くなった頃でした。学校の行事で、稲の刈り取りが終わった田んぼへ、

刈り取りのとき落ちた稲の穂を拾いに行きました。学校に戻り、教室に落穂を集

めると山となりました。学校全体で集めて供出したように記憶しています。当時、

日本の国はそれほど食べる物に困っていました。そんなこともあってレビ記 19章

の記事は、わたしにとって新鮮で身近です。今でも…。 

一般的に信仰は「神」と「私」との一対一の関係と認識します。「私とキリスト」

「私とイエス」というように。でも、聖書の世界は違います。旧約聖書の信仰は、

出エジプトをした「イスラエルの人々と主なる神」、新約聖書は「弟子たちとイエ

ス」「教会とキリスト」です。神との関係は、同胞や仲間とのつながりをつくりま

す。イエスとの関係は隣人、他の人たちとのつながりが生まれます。イエスとの

関係は、一人ぽっちではなく、他者との関係をつくります。 

「土地の実りを刈り入れる場合、あなたがたは畑の隅まで刈り尽くしてはなら

ない。刈り入れの落ち穂を拾い集めてはならない。」土地を持たない人、畑を持て

ない人、孤児や未亡人、外国人のために残して置かなければならない。これはお

前たちの神である主の命令だと（レビ 19:9-10）。これに近い教えはイスラエル以

前からありました。それは自然の豊穣をもたらすもろもろの神（霊）へのお返し

でした。 

聖書の特徴は、この規定を、奴隷を解放した神の命令としたことです。イスラ

エルは同胞への社会的な責任を、出エジプトの神との関係で日常生活に基礎づけ

ました。イスラエル社会の土台です。イエスも、信仰を『わたくし事』に留めるこ

となく、「他者への思い」を馳せることだと教えました。「わたしがあなたがたを

愛したように、あなたがたも互いに愛し合いなさい。」ヨハネはこれを「新しい掟」

と教えています。わたしが苦しい時、他者の苦しみをどれだけ想像できるか、そ

れが”つながり”です。“愛”です。行動はそこから生まれます。 
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【来週の礼拝司会者を決めましょう】 

① 和田智子 ②広瀬秀幸  ③吉田公子 ④伊藤知之 ⑤

山根耕平 ⑥岸澤恵美  ⑦高崎晋  ⑧山本潔  ⑨早

坂潔 ⑩荻野仁 

【集会統計】 

 

 

   

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

◇べてる関係報告 

5月 21日（土） べてる開所 レクリエーション 

頌栄 キリストの平和が   

１．キリストのへいわが わたしたちのこころの 

すみずみにまで  ゆきわたりますように 

５．キリストのゆるしが わたしたちのこころの 

すみずみにまで  ゆきわたりますように   

集会名 参加者 献 金 

主日礼拝 

（5月 8日） 

 28名 

(子 3名) 
13,299円 

祈祷会 

  (5月11日) 
  6名  

今年度
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28:17b） 
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2022年度日本基督教団浦河教会 

定期総会開催公告 

日時 5月 22日(日) 午後 2時 30分 

場所 日本キリスト教団浦河教会 

議案 1.2021年度教会宣教活動報告 

    2.2021年度教会会計決算報告 

3.会堂建築に関する報告 

4.2022年度教会宣教活動基本方針 

並びに活動計画に関する件 

5.2022年度教会会計予算案に関する件 

    6教会役員選挙に関する件 

    7.その他 

2022年 5月 8日 

当教会規則第 19 条に基づき、上記のように定

期教会総会を開催します。祈りをもって出席く

ださるようお知らせします。 

宗教法人日本基督教団浦河教会 

代表役員 五味 一 

 


